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要旨

海王星大気の子午面構造を概観する.
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1 子午面温度構造

1.1 子午面温度構造

図 1 はボイジャー 2 号の赤外放射観測から得られた海王星大気の子午面温度分布
である. もっとも低温の領域は中緯度 100mb の高さにある.

図 1. 海王星の子午面温度分布 ( Conrath et.al, 1991 ).

1.2 風速分布との関係～温度風バランス

図 2 は温度風バランスにより見積もられる海王星の帯状風の子午面分布と, 雲の
動きから求められた雲頂での風速分布である. 計算された風速分布と雲から得ら
れた風速分布の間には負の相関が見られる.
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図 2. 温度風バランスによる風速の見積り (上図)と雲の動きから得られた風速分
布 (下図). 1000 mb での風速を 0 として計算してある. 負の領域にハッチが
してある. ( Conrath et al. 1991 ).
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